
花
火
は
天
気
が
重
要
だ
。

49
年
前
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
、
晴
れ
が
多
い
と
い
う

デ
ー
タ
を
基
に
実
施
さ
れ
た
。
第

１
と
第
２
土
曜
日
の
天
気
を
精
査

し
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

土
浦
全
国
花
火
競
技
大

会
は
、
今
年
で
82
回
目
と

な
る
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
大
会

で
、今
年
は
10
月
５
日
に
開
催
し
、

全
国
か
ら
56
の
花
火
業
者
に
参
加

を
い
た
だ
き
実
施
し
た
。

気
象
デ
ー
タ
に
よ
る
過
去
10
年

間
の
本
市
の
10
月
上
旬
に
１
ミ
リ

以
上
の
雨
が
降
っ
た
日
の
確
率
は

約
48
％
、
中
旬
に
は
約
39
％
、
下
旬

に
は
約
38
％
、
11
月
上
旬
に
は
27
％

と
低
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

土
浦
の
花
火
は
、
毎
年
70
万
人

も
の
観
客
を
集
め
る
本
市
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

多
く
の
方
に
喜
び
と
感
動
を
与
え

る
大
会
と
し
て
、
ま
た
、
土
浦
に

参
集
す
る
花
火
師
に
対
し
て
も
、

最
高
の
条
件
の
下
で
大
会
を
開
催

す
る
こ
と
は
我
々
の
願
い
で
あ

る
。10

月
の
第
１
土
曜
日
は
、
土
浦

の
花
火
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、

日
程
の
変
更
は
簡
単
な
こ
と
で
は

な
い
が
、
引
き
続
き
気
象
デ
ー
タ

の
収
集
に
努
め
、
大
会
関
係
者
と

協
議
・
研
究
を
重
ね
て
ま
い
り
た

い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・・
土
浦
協
同
病
院
に
つ
い
て

・・
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

・・
給
食
に
つ
い
て

人
が
集
ま
る
土
浦
と
す

る
に
は
、
カ
レ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が

活
性
化
対
策
事
業
に
な
る
。今
年
、

エ
ア
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
た
経
緯
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

本
年
の
カ
レ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
第
10
回
の
節

目
と
な
る
記
念
大
会
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
で
き
る
だ
け
大
勢
の
方

に
来
場
い
た
だ
け
る
よ
う
２
日
間

開
催
の
決
定
が
さ
れ
た
も
の
で
す
。

本
年
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、

土
浦
青
年
会
議
所
が
毎
年
主
催
し

て
い
る
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
一
環
と
し
て
、
ア
ク
ロ
バ
ッ

ト
飛
行
に
よ
る
エ
ア
シ
ョ
ー
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
青
年
会
議
所
と

も
相
談
を
し
、
連
携
し
準
備
を
進

め
、
共
同
開
催
し
た
も
の
で
す
。

カ
レ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
初
日

に
は
迫
力
あ
る
エ
ア
シ
ョ
ー
、
２

日
目
に
は
子
ど
も
に
人
気
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
ま
つ
り
を
開
催
し
、
２
日

間
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
変
え
る
こ
と

で
、
よ
り
多
く
の
方
が
集
客
さ
れ

た
と
思
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
新
た
な
企
画
を
盛

り
込
み
な
が
ら
進
化
を
続
け
て
ま

い
る
所
存
で
す
が
、
来
年
以
降
は

来
場
者
を
土
浦
駅
の
西
口
方
面
へ

回
遊
さ
せ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く

り
に
つ
い
て
も
推
進
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・・
市
内
の
空
き
店
舗
利
用
に
つ
い
て

耕
作
放
棄
地
や
遊
休
耕

地
の
活
用
と
農
家
の
高
齢

化
に
対
応
し
た
取
り
組
み
と
し
て

ワ
イ
ン
づ
く
り
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
本
市
で
も
、
同
様
の
取
り
組

み
を
開
拓
し
て
は
ど
う
か
。

農
業
は
、
労
働
に
見
合

う
対
価
の
減
少
や
自
然
相

手
の
た
め
収
入
が
不
安
定
で
あ
る

こ
と
等
の
要
因
に
よ
り
、
若
者
の

農
業
離
れ
が
進
み
、
農
業
者
の
高

齢
化
や
担
い
手
不
足
等
に
よ
る
遊

休
農
地
の
増
が
全
国
的
に
も
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

遊
休
農
地
の
解
消
策
と
し
て
、

長
野
県
で
は
、
千
曲
川
を
含
む
４

地
区
で
ワ
イ
ン
産
業
の
振
興
を

図
っ
て
お
り
、
町
、
Ｊ
Ａ
、
関
係

機
関
を
挙
げ
て
支
援
体
制
を
と
っ

て
い
る
事
例
が
あ
る
。

ワ
イ
ン
に
よ
る
遊
休
農
地
対
策

は
、
新
た
な
食
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

や
観
光
振
興
、
地
域
の
活
性
化
へ
の

期
待
が
持
て
る
も
の
と
感
じ
る
が
、

栽
培
、
加
工
、
販
売
を
総
合
的
に
手

が
け
る
長
野
県
の
よ
う
な
全
県
挙

げ
て
の
取
り
組
み
は
、
現
時
点
で
は

難
し
い
も
の
と
考
え
る
。

意
欲
あ
る
農
業
者
の
新
た
な
地

域
産
業
の
発
展
を
目
指
す
取
り
組

み
に
対
し
て
は
、
遊
休
農
地
の
活

用
を
考
慮
し
な
が
ら
、
製
品
化
に

向
け
て
の
６
次
産
業
化
に
対
し
、

農
業
部
門
か
ら
の
支
援
を
行
い
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・・
動
物
愛
護
意
識
の
啓
発

常
名
運
動
公
園
計
画
を

中
止
し
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

と
と
も
に
土
浦
市
民
の
英
知
を
活

か
し
た
市
民
観
光
広
場
と
し
て
活

用
す
れ
ば
、
市
の
活
性
化
に
寄
与

す
る
と
思
う
が
如
何
か
。

常
名
運
動
公
園
は
、
市

の
総
合
運
動
公
園
と
し
て
、

平
成
３
年
度
に
都
市
計
画
決
定

し
、
平
成
４
年
度
の
事
業
認
可
を

経
て
事
業
着
手
し
た
も
の
で
、
現

土
浦
全
国
花
火
競
技
大
会
の

開
催
日
程
の
変
更
に
つ
い
て松本茂男　議員

質
問

産
業

部
長

産
業

部
長

人
が
集
ま
る
土
浦
に
つ
い
て藤川富雄　議員

質
問

産
業

部
長

白戸優子　議員

質
問 千

曲
川
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
構

想
か
ら
学
ぶ
遊
休
耕
地
の

活
用
に
つ
い
て

一
般
質
問

都
市
整
備
部
長

古沢喜幸　議員

質
問 常

名
運
動
公
園
の
有
効
活

用
と
し
て
太
陽
光
発
電
や

市
民
観
光
広
場
に
！
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